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はじめに

「基本原則」という単語は、スカウティング

においてはスカウト運動の単一性がよつて

立つ、すなわち目的、原理、方法といつた基

本的な要素に言及する際に用いられる。した

がって、スカウティングは、それぞれの社会

のニーズに合わせて多様な形態をとると同

時に、この基本原則は世界中のスカウト運動

を結びつける共通の基準となつている。これ

らの基本原則は世界スカウト機構 (以下WO
SMと いう)の憲章第 1章に述べられており、
WOSMの 全加盟連盟を特徴づけている。

現在の基本原則の文言は世界的な規模での

多年にわたる研究を経て、1977年にモント

リオールで開催された第 26回世界スカウト

会議で採択されたものである。この基本原則

は世界機構の 100を越す加盟連盟によつて

同意された唯―の権威ある声明である。

「スカウト運動」という見出しの下で、WO
SMの憲草の第 1章は以下のことを扱つて
いる。

a)スカウティングの定義

b)スカウティングの目的

c)スカウティングの原理 とちかいとおきて

における言い表し方

d)ス カウト教育法

特別に断らない限り、本資料にある引用は全

てこの第 1章からのものである。

INTRODUCT10N

The word“fundamentals"is used in Scouung
to refer to the basic elements upon which the

unity of the Movement rests,i.e.К s purpose,

principles and method. Thus, while Scouting

takes many difFerent forms adapted to the
needs of each societゝ  the fundamentals are
the conlrnon denonlinators that bind the
Movement  throughout  the  worid.  These
fundamentals are stated in Chapter l of the
Constitution of the Worid Organization of the

Scout「団ovement and characterize a‖ member
organizadons of WOSM.

酪 :庭忌
Si伊

瀧 咽評 再甜『 盤 温I駅儲 配
held in Montrealin 1 977,aner a cOnsiderable

number of years of study at woridwide level. It

represents the onty authoritative statement
agreed upon by the more than one hundred
member organizadons of WOSM.

Under the dde of “The Scout Movement"
Chapter l of the Constitution of WOSM
deals With:
a)the definition of Scouting

b)the purpose of Scouting

C) the  principles of Scouting and their
expression in a Pronlise and Law

d)the SCOut method

Untess otherwise stated,a‖ quotations in this

section are from that Chapte■
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定義

スカウト運動は /ツ Fヤこ述べろまうた創跨を
たまつて考第 きれた島歓 源な 方法ただつ

て出生、スな 信条の灘BIとな ぐナベて旬 移 →

れて
'Ⅲ

ろ芦少年のたわの庫発的 ■ 非政治的
ノズ多育湮場であるノと定義されている。

DEFINIT10N

The Scout Movement is defined as Ta
yOrt′′?rary′,O′,_pOliticar eJycari9′,ar′ηoyelη e′,r
rOr yOv′ ,9 peOρre,  Ope′ ,  どo a〃  vil力ovと
Jテstilη oとテo, oF o点ぃ , raCe or creea 加
accorJa′,ce wi:′ , どんeρと′rpose, pr′′,ci19res a′,J
阿er′,OJ cO′,ceryeJ byと′,e Foと′′,Jer as stareJ
berOvy上

スカウト運動の全ての側面を一つの文章で

表現することはできないということに先ず

着目すべきである。上述した定義の冒頭の句
は、このことを認めるものであり、スカウト

運動の創始者であるロバー ト・ベーデンーパ

ウエルが考え出した目的、原理、方法は、こ

の定義の不可欠な部分であるという事実を

強調するものである。これらの詳細について

は、以下に述べたい。この定義の中で用いら

れているキーワー ドは、本運動の主要な特徴
を表したものであり、以下に簡単に説明する。

週動という語は、1つの目標に向けて努力し
て進める一連の組織化された活動のことで

ある。運動はしたがつて、達成されるべき目

標と、この達成を確実にするためのある種の

組織の両方の意味を含んでいる。

スカウティングの自発的な行為という特徴
は、加盟員は自らの自由意思によつて、これ

を忠実に守るということを強調するもので

あり、そしてそれは本運動の基本原則を受け

入れているからである。このことは青少年と

成人の両方に適用される。

it should be noted at the outset that it is not

pOssible to express a‖  aspects of the Scout
Movementin one independent statement.The
last phrase of the definition given above
recognizes this and emphasizes the fact that

the purpose,principles and method conceived

by Robert Baden‐ Powe‖ , the Founder of the
Scout Movement, are an integral part of the

definition.These wi‖ be dealt with in detail in

the foliowing paragraphs.The key words used

in the definition, "hich express the main
characteristics of the Movement, are briefly

explained betow.

The word Movement means a series of
organized  activities  working  towards  an

ObieCuve,A movement thus implies both an
OtteCtiVe to be achieved and some type of
organization to ensure this.

The  volunttry  character  of  Scouting
emphasizes the factthat rnembers adhere to it

by their own free will and because they accept

the fundamentals of the Movement, This
remark applies both to young people and
adulls

教育運動として、スカウティングは非政治的
である。この意味においてスカウティングは

政治の主たるテーマと、たいていは政党とい

うシステムがもたらす権力闘争に関わるも
のではない。この非政治的特徴は全ての各国

連盟から本質的に求められるものであり、本

運動の基本的な特徴である。しかしながら、
スカウティングはある特定の国の中の政治

的現実から完全に分離 しているということ

を意味するものではない。第一に、スカウテ

ィングは運動であり、責任を持つた市民性を

育てることをねらいとした運動だというこ

とである。すなわち、市民としての教育は国
内の政治的現実を認識することなしには成
し遂げられないのである。そして第二に、ス

As an educational Movement, Scouting is
non‐ political, in the sense that it is not

involved in the struggle for power which is the

SubieCt― matter of polhics and which is usually

reflected in the system of political parties.This

non―political  character  is  constitutiona‖ y
required frorn a‖ national associations and is a

basic characteristic of the Movement. This
does not, howeveL mean that Scouting is
completely divorced from politicat realities

within a given country in the first place,itis a

Movement  whose  airn  is  to  develop
responsibie citizenshipi this civic education

6annOt   be  accomplished   without  an
awareness  of  political  realities  within  a

country in the second place,itis a Movement

which is based upon a number of principles―
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カウティングは本運動の加盟員の政治的な

選択を規定する基本的な規則 と信念という

いくつかの原理に基づいた運動であるとい

うことである。

スカウティングは教育運動として定義され

ている。このことは間違いなく、スカウテイ

ングの本質的特徴である。ということで、こ

のことについては以下に詳しく説明する。

教育は、用語の最も広義な意味で、人の資質
の総合的な発達を目指すプロセスとして定

義できる。スカウティングはしたがつて、純

粋にレクリエーシヨン的な運動 (世界のある

所でははつきりとその傾向が示されている

イメージである)と は明確に区別されねばな

らない。スカウティングにおけるレクリエー

ション的な活動の重要性にもかかわらず、こ

れらは目的を達成する 1つの手段として考
えられており、それ自身が目的ではない。

教育はまた、特定の知識あるいは技能を修得

するプロセスと区別されねばならない。上に

定義したように、教育は「知ることを学ぶ」

知的能力の発達と「生きることを学ぶ」姿勢

を伸ばすことをもたらすものであり、特定の

知識あるいは技能を修得するプロセスは「為

すことを学ぶ」こととして認められている。

先の 2つの側面は本運動にとつては基本的
なものだが、特定の知識あるいは技能の修得

は目的を達成するための手段である。すなわ

ち目的は教育することである。

fundamental laws and beliefs ― which
condition the political options of members of

the hllovement.

Scouting  is defined as an  educational
movement. This is undoubtedly its essential

characteristic and is therefore developed
below at some length.

in the broadest sense of the term, education

can be defined as the process airning at the

total development of a personis capacities.
Scouting   must   therefore   be   clearly
distinguished from a purely recreational
movement,an image which h tends to proiect
in some patts of the world.Despite the
irnportance of the recreational activities in

Scouting,these are conceived as a means to
an end,and not as an end in themselves.

Education must also be distinguished from
the  process  of  acquiring  particular
knowiedge or skilis. As defined above,
education  involves  the  development  of
abilities of the mind‖ learning to knowit and the

development of attitudes i:learning to bei:,

while the process of acquiring particular
knowiedge or sk‖ Is is known as i'learning to

doW. VVhile both aspects are basic to the
Movement,  the  acquisition  of  particular
knowiedge or skilis is a rneans to an endi that

end being education.

創始者自身の言葉の中に √そんから、が―夕/
ヌ″クかのラII練働ま最 6重要かねらレヽ″ゞあ
る。それイま教育ナることである。繊 漫 ″

でだかで、レヽレヽかか、教育ナろこと″ 虚

ナノズゎら、少年力ゞ庫らの望みことを下スで学

がまラだ夕きμナことである。そんが変の申

だ筋 を作ク上″デろ6のである。ノ(31用 :1)

というのがある。

教育という言葉は普通、学校制度と結びつけ

て考えられているが、それは教育の 1つの形
態に過ぎない。ユネスコの定義によると3つ
の教育のタイプに区分することができる。

in the Foundeド s own words: ltHere, r力 e′,,1,es

的e mosr怖中o′tant a′阿 加 的e Boy Scowと
とra′iηttg― ど。eJvcareデ ,。とと。わsrrvct阿加J yOW,

byど とo eJvcarq ttaど る,ど。Jravy oyr拘oゎ。/ど。

rearr,Forん

'mse猛
oF力る ovr′,JesiЮ,拘eど力加gs

とんarrenJ rO by′ilJ υρ o力 aracrer′iη 力,m生 (1)

The word education is norma‖y associated
with the school systenl, which is, howeveL
only one forrn of education. According to
UNESCO, three types of education can be
distinguished.
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oフ ォーマル教育は階層状に構成 されてお
り、年代別に等級づけされた小学校から大学
に至る教育制度である。

oイ ンフォーマル教育は生涯に及ぶプロセ
スであり、それによつて各人は自らの生活環

境の中で日々の経験や荻育的な影響や人的

物的資源から姿勢、価値感、技能、知識を身

1こつける。

● Formal education is the hierarchica‖ y
structured,     chronologica‖y     graded,
educational systenl running from primary
school through tO universiv

oinformal education is the lifelong process
whereby every individual acquires attitudes,

values,  skilis and  knowiedge from da‖ y
experience and the educative influences and

resources in his or her environment.

●ノンロフォーマル教育は制度上確立された

公式の制度外の組織化された教育活動で、一

致できる学習者 と一致できる学習目標に姑

応しようとするものである。

スカウティングは最後のタイプに属するも
のである。というのは、公式の教育制度外で

行われているが、教育上のねらいを持つて組

織された機関であり、一定の方向性を持つた

人たちを対象に行われるからである。

スカウティングそのものは青少年を対象に

したものである。スカウティングは青少年の

運動であり、成人の役割はスカウティングの

目標を達成するという点で青少年を援助す

ることである。スカウト運動における青少年
の年齢幅には大まかな傾向はあるが、この問

題を決定する厳密な規則はない。それは各国

連盟がそれぞれの連盟内で適切な年齢幅を

決めるのである。スカウティングは出生、人

種、階級あるいは信条の区別なく全てに開か

れている。したがつて、スカウト運動の基本

的な行動や考え方の指針の 1つは差別をし
ないことが原則であり、加盟員はスカウティ
ングの目的、原理、方法を自発的に守ること

が条件である。

o Non‐formal education is organized
educational activity outside the established

forrnal systern that is intended to seⅣ e an
identifiable   learning   ctientele   and

identi蜀 able learning obiectiVes.

Scouting  belongs to the tast type of
education since,while it takes place outside

the formal educationai systern, it is an
organized  institution having an educational

airn and addressed at a predeterrnined
public,

sOOuung addresses itseifto young peoplei
it is a youth movement, where the role of
adults consists of assisting young people in

achieving the obieCtiVes of Scouting.Wh‖ e
there are broad trends concerning the
age―range of the young people in the
Movement,there are no hard and fast rules
governing this subiect, and each national

Scout   organization   deterrnines   the
age―ranges applicable within it. Scouting is

open to a‖ without distinction of origin,race,

ctass or creed. Thus, one of the basic
precepts ofthe lMovementis the principle of

non― discrin∩ination,  pЮ vided  that  the
person voluntar‖ y adheres to its purpose,
principles and rnethod.
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スカウト運動の目的

運動の目的は、その存在の基礎となる動機の

ことであり、運動の目標あるいはねらいを示

すものである。スカウト運動の目的は「青少

年力ゞ個人とιて、賃をあろ市民として、地域、

鳳 目籐社会徘 讀 として、身体的、無的、

粛結綸、を会的、精神的汐潜な力茫力を十分だ

勘 ん %rラ 変らの発達′こ貢献ナろごとであ
る。ノ

目的についてのこの記述は、人の資質の全面

的な発達を目指すスカウト運動の教育的特

徴を強調するものである。教育の基本的な原

理の 1つは、人の持つ肉体的、知的、情緒的、

社会的、精ネ申的な側面はそれぞれが無関係で

は発達させることはできないというもので

ある。人の発達のプロセスは、定義によれば、

さまざまな要素が統合されたものである。

スカウト運動の目的についての記述は、スカ

ウティングは青少年の発達に役立つ幾つか

の要因の 1つに過ぎないということを強調
しているということに注目すべきである。ス

カウティングはしたがつて家庭、学校、宗教、

その他の社会的な機関に取つて代わること

を意味するものではない。スカウティングは

こうした機関の教育的効果を補完するもの

と考えられている。

責任ある市民という概念 (これはスカウティ

ングの基本的な達成目標の 1つである)は幅

広い状況の中で理解されねばならないとい

うことに注目することも重要である。要する

に、人は何よりも先ず個人である。この個人

というのは自分の住む地域社会の中に組み

込まれている。この地域社会はより広い政治

的な組織 (地区、省、州、小郡など)の一部
であり、その総体の言い方が独立州、国であ

る。後者はまた、国際社会の一員である。責

任ある市民は自らが属するさまざまな社会

における自らの権利と義務を知つておかね

ばならない。

PURPOSE OF
THE SCOUT MOVEMENT

The purpose of a movement is the reason
underlying its existence; it represents its
ObieCtiVe or aim.The purpose of the Scout
Movementis k)oo,と ribyre ro tte Jeyer9ρ menと
oF yowng peopre tt ac力 ねyi「,9拘 e″ Fv′′ρ′

'ysん
at

胸re〃ecどと′at emoとiO′,at sooテar a′,J spintuar

ρOrepriars as riOJiyiヴ vat as respoЛ s烹ガe
cilizens anJ as mettbers oF tte″  ′ocat
′,ariO′,ar anJ″ ,rer′ ,ariOl,ar cOm′ηι′′打Jes.″

This statement ofthe purpose emphasizes the
educational character of the Movement which
aims at the total development of a personis
capacities. One of the basic principles of
education is that the dirnensions ofthe human

being ― namely the physical, inte‖ ectual,

emotional, social and spiritual ― cannot be
developed in isolation from each otheL The
process of a personis development is, by
definition,an integrated one.

it should be noted that the statement of the
purpose of the Scout Movement emphasizes
the fact that Scouting is but one of several

factors which contribute to the deveiopment of

young people,Scouting therefore is not rneant

to replace familゝ school, religious and other
social  institutionsi  it  is  conceived  to

complement the educational impact of these
institutions.

it is also irnportant to point out that the

concept of responsible citizenship, which is

one of the fundamental goals of Scouting,
must be understood in a broad context.Thus,

a person is, first and foremost, an individual.

This indⅣ idualis integrated into his communiv

which is part of a wider polhical structure

(diStrict, province, state, canton, etc.) the
total expression of which is the sovereign
state, or country. The latter is, in turn, a

member of the internadonal communКy.A
responsible citizen must be aware of his rights

and ob‖gations in relation to the various

cornmunities to which he belongs.
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スカウト運動の原理

原理は、目的を達成する際に守らねばならな
い基本的な規則と信念のことである。原理は
スカウト運動の全ての加盟員を特徴づける

行動規範を表したものである。スカウティン

グはその基本的な規則と信念を表している
3つの幅広い原理に基礎が置かれている。こ
れらは「神へのつとめ」、「他へのつとめ」、
「自分へのつとめ」と言われている。これら
の名前が示すように、最初のものは人生の精

神的価値 と人のつながりのことを言つてい

る。2番 目のものは言葉の最も広い意味で社
会と人のつながりのことであり、3番 目は自
分自身に対しての人の義務に対して述べた

ものである。

神へのつとめ
「神へのつとめ」というタイ トルで、上に述
べたスカウト運動の原理の最初は 五行″壁の

期 の野 、それらな斎グナる宗貌へのノ憲誠、

お女炭 省 から4どう義務の受″テスカ と定
義されている。タイ トルとは対照的に、この

文章そのものには「神」という単語が使われ

ていないということに注目すべきである。そ

れは、この条文がヒンズー教のような多神教、

あるいは仏教のような人格神を認めていな
い宗教にも及ぶものであることを明確にす

るためである。

PRINCIPLES OF THE
SCOUT MOVEMENT

The principles are the fundamental laws and

beliefs  which  must  be  obseⅣ ed  when
achieving the purpose.They represent a code

of conduct which characterizes a‖ rnembers of

the Movement. Scouting is based upon three
bЮad   principles  which   represent  its
fundamental laws and betiefs  They are
referred to as WDuty to GodW,‖ Duty to othersW

and WDuty to selfi.As their names indicate,the

first refers to a personis reiationship with the

spiritual values of lifei the second, to a
personts relationship with society in the

broadest sense of the terrni and the third,to a
personis obligations towards hirnself.

DUTYTO GOD
Under the title l:Duty to Godi',the first of the

above‐ mentioned  principles of the Scout
Movement  is defined  as  TaJ′ ,ere′,ce とo
spririlvar pr′′,clpres IOyarryとo的e rerigわη ttar
eχpresses t拘 o阿 ar,J accepra′,ce OF tte JJries

resy,ど ilηg r力ereFro阿上 it should be noted that,

by contrast to the title, the body of the text

does not use the word ttCod",in orderto make

it ctear that the ctause also covers religions

which  are  non‐ monotheistic,  such  as
Hinduisnl,or those which do notrecognize a
personal Cod,such as Buddhism.

どこから宗教がスカウティングとガイディ
ングにもたらされたのかと尋ねられた時、べ

―デンーパウエルは /察荻ぽそ bそ るス つて
ぐろ 6のでだ/ズて、デてジククテ″/シグとグ7デ
″/ングの友庫だある病本的か要素 とιてナ
でだあるのと。蛍 (引用 :2)と 答えている。

創始者の著作を注意深く分析してみると、人

を超える力の概念がスカウティングの基礎

であることを示している。スカウト運動の全

ての教育上の取り組みは、青少年が物質的な

世界を超えて人生の精神的価値を探し求め

ることを助けることである。

他へのつとめ

この概括的な見出しの下で、スカウト運動の

いくつかの基本的な行動や考え方の指針が

まとめられている。というのは、さまざまな

VVhen  asked  where  religion  came  into
Scouting and Guiding, Baden‐ Powe‖  replied
守どJoes poと oo廟e tt ara■ ′ど港 arreaJy ttere.′ど
ん a rvη Jame,ta′ Facどor ypJerryilηg scOvどing

a′,JG,iding上 (2)

A careful analysis of the Founder's writings

shows thatthe concept of a force above man
is basic to Scouting. The whole educational

appЮ ach ofthe h′ lovement consists in hetping
young people to transcend the material worid

and go in search ofthe spiritual values oflife.

DUTY TO OTHERS
Underthis general heading,a number of basic
precepts of the Movement are grouped,since

a‖ deal with a person's responsibility towards
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局面における社会に対する人の責任の全て

を扱っているからである。他へのつとめはし

たがつて、以下のように定義されている。

~一

地域、鳳 動 解 ″ 勲 と理露と彦力の

たとと調秀Bιた庫らの町ごガナろ患誠
―屁 骸 磐 坊 や働 初 物 察互ムを認め、章重ナ

籾 墜 渤 発展 への参画」

society in its direrent dimensions.Duty to
others is thus defined as:

生とo/arryと o。′,e`cov′ ,rry加 拘ar廟。′,y wil′ ,とんe
pro河,orioЛ 。「 rOcat pariOnar anJ ttrer′ ,aと,0,a′

peace,v′ ,Jerstal,Jil,g ar,J cooperariθ ′,.
―Partticripaと,o,加 r力e JeyerOpmepr oF sooFo軌
wた狗recogη′節on anJ respecど「or r′,e Jign1/OF

one`Ferrovy_man anJ For tte riη regrity oF tte

natyra′ vyo∬工
″

上に述べた最初の記述は、自らの国に対す

る忠誠心と世界的な友情と理解というスカ

ウト運動の2つの基本概念に関するもので

ある。自らの国に対する忠誠心という概念は

偏狭で熱狂的な愛国者の概念ではなく、確か

な見通しの下に考えられているものである

ことを示すためにこの 2つは 1つの記述に

まとめられている。すなわち、地域、国、国

際の全てのレベルで平和、理解、協力の促進

に調和したものでなければならないという

ことである。この取り組みは、創始者が以下

のことを書いた時の彼の哲学を正確に反映

したものである。抄 年少女たらだ愛国′心を

教党必沙際、夕 が、たレゝて
'｀

だ庫ル の

目のことのみを考える海菱憲惑増 rそみ篤柔、

瘤舛 勢 と対処ナろのだ劾 かと敵意をる

たらナノと必尭 城 た愛ロサ己ヽであるまラだι

ノズ′アん忌な らか ち

"々
の愛国′いだ、修の

Ξ々の主張とこ正義とダ勤晩栃鯵 ろ忌よ ぐ、

まク崇高かるのであるべきである。そιて、

そん″ゞ

"々
の迄移 滋ゞ界の修のΞ々との霧

影 だつか″ゞうのであるっこの夕 汀力だ

/″ウ′ノてD第一歩ば、わ咳物 舛 菊 おレゝて7
が/7と善意をすてろことであろ。それ |ま男女の

ま少年を激 、そのこと″ゞ彼らの4π♂貸
だなる女ラだ療♂ナろことだまつてπラの

であろっそラナろからパ 転 階蕨、宗派間

の顔笏みたるがや斧ぐかるであィう夕。そιて、

秀々の限界を舷えて

"々
の燐スだ/″ウ′ノてこ

の善意の励 M 広`力ゞつてレヽぐ。ノ (引用 :3)

スカウティングは誕生して以来、全ての国々

の青少年の間に友情と理解を促進すること

が非常に大切であると考えてきた。青少年の

多種多様な国際的な集会は、この達成目標を

成し遂げるために用いる手段の最も日に見

える行動に過ぎない。これはスカウトプログ

ラムの日々の活動を通してもつと徹底して

The first statement mentioned above deals
with Mo fundamental concepts of the Scout
Movement ioyalty to onets country,and woHd
friendship  and  understanding.  Both  are
combined in a singie statement in order to
show that the concept of ioyalty to onets
country is not a narrow, chauvinistic concept,

but one that is considered in a certain
perspectivei  namely, that it must be in
harrnony  with  the  promotion  of  peace,
understanding and cooperation at a‖  leveisi

local,  national  and  international.  This
approach  reflects faithfu‖y the Foundeド s
ph‖ osophy when he wrote that ''vye sttοι′′J
どaたo care,加 加cv′caring parriOris阿 加と。。伊r
boys a′,J giris, 的ar打 た par汀。訂stt aboye tte
narrovy seprime,ど 拗的た洵 wsyarry sとops ar One`

OW′
'COW'ど
り anJ ttvs ttspires」 iea′ovsy anJ

en阿デケ肋 Jeari,,g vil狗 。的ers,Opr parr′οせる阿

sん ov′J be oF と力e wiヴeL T'Obrer ttnJ vカ テcカ
recog′万zesノ ysとFce a′ ,J reasor,abre′ ,ess,pど′,e

cra″ηs oF or力ers anJ v角ん力reaJs Ovr oov掏 ど,y

胸とo cottraJes力 ゎ vil力 .中 と′
'e Otter 

ηarions Of

rヵe wOr′J.石約e Firsr srepど o的る 。nJ港 とo
JeverOp peace a′ ,J gooJvテrr wilヵ′掏 ovr ovr′ ,
borJers,by rra″ガiηg owr yovど′,oF bott seχ esとo
テ偽 praorice as tte″ 力abた oF riFoデ so tttaど 拘e

」iearOwsんs oFど oИ′l,  agattsr どovy19, CraSS
agaFnsと orass ar,J secr agaFttsr secと ′,o roJηger

eXるl anJ ttenど o extenJ拘る gooJ Feerilη g
beyo′,J  oι′r  Fror,tiers     どovarJs  oL′r

nee力 bowrs...〈 3)

Since its inception, Scouting has attached
great  importance  to  the  promotion  of
brotherhood and understanding among young
people  of  a‖  nations.  The  multiple
international gatherings of young people are

only the most visible  manifOstation of the
means used to achieve this goal, which is
reached in more depth through the day to day
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行われる。

2番 目の記述である 「社会の発展への参
画.刊 は、包括的な言い方で他への奉仕とい

う基本原理を述べたものである。第一に、創

始者の哲学にしたがうならば、奉仕というの

はそのよリー般的な意味において、社会の発

展に対する貢献と考えられている。第二に、

社会の発展はどんな代価を支払つてでも行

えるというものではなく、人間の尊厳と本来
の姿のままの自然を尊重することを基礎に

行われねばならない。

人の尊厳 という概念は国際社会の基本的な

指針であり、世界人権宣言によつて尊重され
ている。これはスカウティングの中でとられ

る全ての行動は人間に対する敬意を基に行
われねばならないということを簡潔に表し

たものである。

本来の姿のままの自然界を尊重するという

概念は、自然保護の考え方を示したものであ

り、これは常にスカウティングの基本である。
これは地球上の人間の生活空間と今生きて
いる生物は、その中で生態系全体と相互に依

存するシステムを構成しており、どこかを少
しでも傷つけたなら、システム全体に及ぶと
いうことを重視するものである。この概念は、

発展の達成目標を追及する中で、人は自然界
のバランスと調和を傷つけるようなや り方

で自然資源を開発 してはならないというこ

とを強調している。

自分へのつとめ

この原理は 偕 分影 の発達とこ対ナろ覚釣
と定義されている。スカウティングは、した

がつて 「神へのつとめ」と「他へのつとめ」
の原理に基礎を置くだけでなく、人は自分自

身の資質を伸ばすことに対して責任を負 う
べきであるという原理にも基礎を置いてい

るのである。これはスカウト運動の教育目的

と完全に一致している。スカウト運動のねら
いは青少年の潜在的な能力の十分な発達 (個

性の「開花」と呼ばれているプロセス)を援
助することである。この点において、ちかい

とおきての役割は基本的なものである。

activities ofthe Scout progra阿 lrne.

The second statement _ "participation in the

development of society..中  _ eXpresses the

basic principle of seⅣ ice to others in a
comprehensive manneR First, in accordance
with the Foundeド s ph‖ OsOphy, the seⅣ ice is
concelved  in  its  bЮ ader  sense,  as  a
contribution to the development of society,

Secondly,this development cannot take place

at any price; it must be based upon the
respect of the dignity of man and of the
integttty of nature.

The concept of the dignity of man is a
fundamental  precept  of the  international

cornrnunity  and  is  consecrated  by  the
Universal Declaradon of Human Rights.It
simply means that every action undertaken
within Scouting must be based upon the
respect ofthe human being.

The concept of the integrity of the natural

worid  expresses  the  idea  of  nature
conseⅣation,  which  has  always  been
fundamental to Scouting. it emphasizes that

the life― space of mankind on earth and the
living  Organisms  therein  constitute  an
ecological whole, an interdependent system,

and that any iniury tO any part is
conlrnunicated to the whole system.This
concept stresses that, in the pursuit of the

development goal, man must not exploit
naturat resources in such a manner as to
damage the balance and harr,lony of the
natural worid.

DUTY TO SELF
This pttnciple is dettned as TЮ sponsbil町 ′Or
ど′,o Jeyeloptter,ど oF o′ ,ese〃士 Scouting is thus
based not only upon the principles of WDuty to

GodW and ::Duty to othersi:, but also on the
principle   that   man   should   assume
responsibility for the development of his own

capacities. This is fu‖ y in harrnony with the

educational purpose of the Scout hllovement,
whose airn is to assistthe young person in the

full deveiopment of his potentials‐ a process
which has been ca‖ ed the ::unfoldingW of the
personaliv in this respect,the Юle of the
pronlise and iaw is a fundamental one.

ちかいとおきての堅持

上に述べた精神的、社会的、個人的側面に関

ADHERENCE TO A PROMISE AND LAW
The above―rnentioned principles relating to the
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する原理は、スカウティングがよつて立つ基

本的な規則と信念を構成するものである。し

たがつて、全てのスカウト連盟のプログラム

は、これらの原理を基礎に青少年の成長のた

めに最大限の機会を提供しなければならな

い。

スカウト運動の誕生以来、ある意味ではこれ

らの原理を明確に表現するための基本的な

ツール (これは、理解可能で青少年の心に訴

えるもの)はちかいとおきてであり、これら
は全てのスカウト連盟が持つていなければ

ならないものである。

spiritual, social and personal dirnensions
constitute the fundamental iaws and beliefs
upon which Scouting rests.Consequently,the
prograrnme of a‖  Scout associations must
provide maximum opportunities for the growth

of young people on the basis of these
principles.

Since the inception of the Movement, the
basic tool for the formulation of these
principles in a way thatis understandable and

appealing to young people, has been a
prornise and law,which a‖ Scout associations

must have.

この点において、創始者によつて最初に考え

出されたちかいとおきてはインスピレーシ

ョンをかきたてるものとして役立つもので

ある。それは本運動の基本を具体的な形で示

しているからである。とは言 うものの、最初

に作られたちかいとおきては 20世紀初頭
のイギリスの青少年のために書かれたもの

であつたということを強く強調すべきであ

る。各国連盟は、この基本に忠実さを保ちな

がら、ちかいとおきては確実に固有の文化と

文明にあつた現代的な言葉で記述されねば

ならない。

さまざまな言語で表現されることが確実に

スカウト運動の単一性とその基本を忠実に

守ることに影響を及ばさないようにするた

めに、各国連盟のちかいとおきては、初めて

起草したり、修正をする場合はいつも世界機

構の承認を受けることになつている。

in this respect, the original prornise and law

conceived by the Founder is a useful source
of  inspiration,  since  it  embodies  the
fundamentals of the Movement. It should be
strongly  emphasized,  however,  that  the
oHginal promise and law were wtttten for

肥 境
Pe配
乱品
「 望 ]帯

dtti焔
lb二!駅醤iF

must ensure that its pronlise and law is
forrnulated in a modern language adapted to
its specific cuiture and civilization, while

remaining faithfulto the fundamentals.

in order to ensure that this diversity of
expressions does not af『 ect the unity of the

Movement and idelity to its fundamentals,the
promises and iaws of national associations,

when first draned and whenever rnodified,are

SubieCt tO the approval of the WoHd
Organization.
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スカウト教育法

方法は、目標を達成する際に用いられる手段、

あるいは取られる処置として定義すること

ができる。方法は運動の部分である場合は常
に一連の原理を持つており、スカウティング
の場合、方法はこれらの原理に基づいていな

ければならない。

スカウト教育法は 似 7〒を通 ιて行かわ力ろ

段階的か序彰 奇 イ ル で ある

oらかレヽとおきて
oπラことだ女つて学ボ
●葛ヽ集国の―貞

‐
とかる (例え成 刀 。どん

だが、成人分 繁 惨 7〒で段階的な発見ギー'質/F
の又序″テスカ、を務の発達′こ/″ウ″ノて方 /″ウづゲら

んろ庫Ξ抑制約 ″ウゲた計Iキ練、彦を、な立独

歩、盾頼性、激 と指導の勝 の能力の第
が含茸んち

斃 イ 動 機 角虫れ今夕野外環境のアで πわ

んろグーニ、御 立 つ衰能、地域社会への本

とを?みか″をの禦殊だ塞づレヽた療々な着
ラの段階的かつ勒紹膝 プど7グ/~ムノと定義
されている。

スカウト教育法は上に述べたように、段階的

な自己教育のシステムであり、諸要素が組み

合わさった結果、達成されるものである。こ

れについては以下に述べる。

これらの要素に触れる前に、スカウト教育法
の定義における鍵となる概念を明らかにす
べきである。この概念は、スカウト教育法は

段階的な自己教育システムであるというこ

とである。それは、互いに依存する一群の要

素が結びつけられ、統合された全体を形成す

るものとして考えねばならないという意味

を含んだシステムであるということである。

方法という単語が複数ではなく、単数で用い

られているのは、こうしたことからである。
というのは、それを構成するそれぞれの要素

は、それだけでも 1つの方法として考えるこ

とができるが (実際、他の運動によつてそう

見なされている)我々は、これら全ての要素
が統合された教育システムに結びつけられ

た場合にだけ、スカウト教育法と呼ぶことが

できるからである。このシステムは段階的自

己教育という考え方に基礎がおかれている。

SCOUT METHOD

A method can be defined as the means used
or  the  steps  fo‖ owed  in  attaining  the

ObieCtiVes.VVheneveritis part of a Movement
having a set of principles,as is the case with

Scouting, the method must be based upon
those  principles,

The Scout rnethod is defined as Ta sysre′ η oF
progress,ye serF― eJ,carli9′,とんroと′g力 f

oA promるe anJra町
oと ear′,加g by J。′iηg.

oMo"?bers力′ip oF sma〃 grovps rFor exattρ re
rtte paどrOr), ,狗 yOryiけ9 ι′′,Jer aJι′′ど gvidar,ce,
progress,ye J′scoyery ar,J accepra′,ce oF
respo,sわ

"ν
  anJ  rrariη ttg  どowarJs

serF― gOyer′,阿epr  JirecreJ  どOwarJs  tte
Jeye′oρtte,と o「 c力aracret anJどヵe ac9vる瀬On
oF copperence, serr_re,テance, JepenJabπ1/
a′,J capacities bott ro cOOperare a′ ,JどO reaJ.

●Progress,ye ancr srimprarilη g progra阿河?eS OF
yatteJ activities baseJ or,ど 狗e riη terests oFど拘e
patticilDan亀  加Cr"Jiηg gattes, wser,r skifls,
anJ seryice ro tte cO阿阿伊,'軌 raking ρrace
rargery tt an OyrJOOr serrir,g tt cOntacr wil′,

′,ar"re.″

The Scout method is thus a systern of
progressive seif― education,to be reached as a

result of a combination of elements,which are

outlined below.

Before dealing with these elements, the key

concept in the definition of the Scout method

should be underlined.This conceptis that the
Scout method is a system of progressive
sel卜education, The fact that it is a system

irnplies that it has to be conceived as an
interdependent group of elements forming a
unified and integrated whole.Thatis why the

word method is used in the singulaL notin the
plural. FoL while each of the elements
comprising it can be considered as a method

in its own ttght(and are,in fact,considered so

by other movements),we Can Only speak of
the Scoutrnethod when a‖ these elements are
combined within an integrated educational
system This system is based upon the idea of
progressive self‐education,
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ちかいとおきて
スカウト教育法の最初の要素は、ちかいとお

きてである。ちかいとおきてがスカウト運動
の原理を明確に述べたものとして基本的な

ツールであるということはすでに見てきた。

しかし、ここでは、ちかいとおきてに含まれ

ている道徳的な原理よりは、教育の方法とし

ての役割についてより大きく扱 うことにす

る。ちかいとおきてを通して、青少年は自ら

の自由な意思に基づいて決められた行動の

規律に対して個人的な約束をし、仲間たちの

前で決められた言葉をきちんと守るという

責任を負 う。これらの道徳的な価値を伴った

永続する一体感と自らの能力の最善をつく

す (「私の最善を尽くします」)という理想に
ふさわしい生き方をするようたゆまぬ努力

をするということは、したがつて青少年の発

達の点において最も強力な手段である。

行うことによつて学ぶ
スカウト教育法のもう一つの基本的な要素

は活動学習の概念、あるいはもつと簡単に言

うと、行うことによつて学ぶということであ

る。これは現代教育の基礎となつている。こ

の概念は創始者の著作の至る所に見られ、彼

は /多窄′どオ∂つてク考症あ女クがみιち、庁

だナぐだπ夕るの舟  (引用 :4)と 順序だて

て力説している。

学ぶことは観察や経験、個人的な活動によら

ねばならないというスカウティングの考え

方は、活動学習の分野における最も偉大な専

門家の 1人であるマリア・モンテッソーリ博
士*か ら称賛されたものである。子どもたち
が 6歳から7歳の幼年期から成長したら、あ
なたのシステムはどのように適用されるの

かとモンテッノージ博士が尋ねられた時、彼

女は √あかたの厚 ごだが―夕/ヌ″クハ″ゞあク

まブL変らの融際独蛎鬱 子ゞど6た らだた舞ι
てレゝろ 6のをそつてク継承 ιて

'ヽ

わるので

力 (引用 :5)と 答えている。

行うことによつて学ぶという概念に基礎を

おかないプログラムはスカウトプログラム

とみなすことはできない。

*訳注 :Matta Montesso前 1870‐ 1952イ タリアの教育
家、医師、幼児教育の Montessott Method(1907,児 童

自身に自学させることを主眼とし、特に感情教育を強

調する)を提唱した。

A PROMISE AND LAW
The first element of the Scout method is a
pronlise and iaw. It has already been seen

that the pronlise and iaw are the basic tools

for the formulation of the principles of the

Scout Movement.Here, howeveL we are
concerned  not so much with the ethical
principles contained in the prornise and iaw,

but more with its role as an educational
method.ThЮugh the pЮ mise and law,a
young person makes, of his own free will, a
personal cornmitment to a given code of
behaviour and he accepts, before a group of
peers,the  responsibility to be faithfui to the

gⅣen word.The permanent identiHcadon with
these ethical values, and the sustained eFo武

to live up to those ideals to the best of his

abilКy c:I will dO my besで ,are therefore a
most powerful instrument in the development
of young people.

LEARNING BY DOING
Another basic element ofthe Scout method is
the concept of active education, or more
simplゝ learning by doing,which has become
a cornerstone of modern education. This
concept appears throughout the writings ofthe

FoundeL who has systematica‖ y emphasized
that竹 わoy tt arways reaJ/ro Jo raber ttan
tO diges■ (4)

The idea in Scouting thatlearning must be by

obseⅣation, experimentation and personal
act"ity was praised by D「 Matta Montesso両

,

one of the greatest authorities in the field of

active education. VVhen asked  how her
system would be applied to ch‖ dren when
they had grown out ofthe infant stage after six

or seven years of age, D■ Montessori repliedi
″
Yoι′加 E′,grar,Jヵ aye tte Bo/ScOL′亀 a′

'Jど拘e″ とra加′iηgる a narvrar cOntipvarテ 。,OF r力 ar
vん,c力 ′g,ye ro tte cヵ rilJrep.″ (5)

A programme which is not based upon the
concept Of learning by doing cannot be
considered a Scout programme.

‐
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小集団の一員
スカウト教育法の 3番 目の基本的な要素は
小集回の一員であるというシステムである

(例えば、パ トロール・システム)。 社会化

をもたらす (すなわち、青少年が社会生活の

中に融け込むことを促進すること)も のとし

て、小集団の長所は社会科学によつて以前か

ら認められてきた。この点で、仲間集団の中

で人との関係は初歩的な段階で生じるとい

うことはよく知られた事実である。

少人数、人間関係が長く続くという特徴、目

標を持つた集団全員の一体感、集団内の他の

人たちの完璧な知識、集団内でお互いを正し

く評価すること、自由な感覚と自発性、日常

的に行われる社会的なコントロール、これら

は全て、成人の段階に変わつていくプロセス

を経験する青少年にとつて理想的な環境を

もたらすものである。

ということで、この小集団活動は青少年にと

つて段階的に新しいものを見出だし、責任と

いう考え方を受け入れ、自己管理に向けて自

分たちを訓練する機会を提供するものであ

る。これは青少年の性格の発達を促進し、適

性、自助努力、信頼性、協力と指導の両方の

資質の修得を可能にするものである。

上記のプロセスの中で、成人の役割は手引き

の 1つである。それは、青少年が社会生活の

中で責任を引き受ける潜在的な能力を見出

すよう援助することにある。成人の役割は管

理の 1つとして考えるべきではない。という
のは、青少年は自分たちの個性が尊重され、

正しく評価される状況の中でのみ十分に発

達できるからである。青少年と成人との間で

この協力関係が正しく適用されるなら、対話

のための場と世代間の協力をもたらしてく

れるので、現代社会の基本的なニーズを満足

させる。

段階的かつ刺激的なプログラム

上に述べたスカウト教育法の 3つの要素は、
スカウトプログラム中で具体的に述べられ

ている。スカウトプログラムはスカウティン

グで青少年が実践する活動の総体のことで

ある。このプログラムは全体が 1つのまとま

MEMBERSHIP OF SMALL GROUPS
A third basic element of the Scout method is

the system of membership of smali groups

(fOr eXample the patrol system).The
advantage of sma‖  groups as agents of
socialization― i.e.facilitating the integration of

young people in social life―  has iong been
recognized by social science.in this respect,it

is an acknowiedged fact that, in the peer
group, relationships take place at the primary

level.

The sma‖  number of people, the lasting
character of the relationship,the identification

Of an the members of the group with the
ObieCtiVes, the thorough knowiedge of other
persons in the gЮ up,the mutual appreciation

within the group, together with the feeling of

freedom and spontaneity and the fact that
social control takes place inforrna‖ y― a‖ this
provides an ideal atrnosphere for young
people to undergo the process of their
transforrnation into the aduit stage.

This sma‖  group operation thus pЮ vides
opportunities   for   young   people   to
progressively discover and accept the idea of

responsibility and trains them towards
seif― government,  This   facilitates   the
development of young peopleis characters
and enables them tO acquire competence,
seif― reliance,  dependability and  capacities

both to cooperate and to lead.

in the above process,the role of aduits is one

of guidance. it consists in helping young
people to discover their potential to assume

responsibility in social life.The role of adults

should not be conceived as one of control,
since young people can onty develop futty a

climate of respect and appreciation of their
personality.  VVhen  truly  applied,   this

relationship bemeen young people and aduits

fulfills an essential need of modern societゝ

since it provides a platform for dialogue and

cooperation behⅣ een generations.

PROGRESSIVE AND
STIMULATING PROGRAMMES
The three elements of the Scout method
mentioned above are concretely expressed
within a Scout programme,which is the totality

of activities practised by young people in
Scouting.This pЮ gramrne must be conceived

-12-



つたものとして考えられねばならないもの

であり、種々雑多なものや関連性のない活動

を寄せ集めたものとして考えられるべきで

はない。このプログラムの基本的な特徴はス

カウト教育法の 4番 目の要素となるもので
ある。

スカウトプログラムは、そういうことで青少

年の漸進的かつ調和のとれた発達のための

ニーズを満たすために段階的な方法で表現

されねばならない。この段階を達成する 1つ
のツールは考査とバッジシステムである (あ

るいは進歩課程、進歩計画など)。

この目標を達成するには、プログラムはまた

取り組む人たちにアピールするために刺激

的なものでなければならない。この点で、プ
ログラムは参加者の興味に基づいた多様な

活動がバランスよく組み合わされていなけ

ればならない。これは、プログラムを作成す
る際に守られたならば、その成功を保証する

最高のものの 1つである。

多様な活動をバランスよく組み合わせる中

で、ゲーム、役に立つ技能、地域社会への奉

仕は 3つの主要な分野であり、プログラムを
作成する際に考慮すべきことである。これら

3つの分野を含んだ活動の調和のとれた組
み合わせは、プログラムが確実にその教育目

標に到達するのに最もよい方法である。

スカウティングが誕生して以来、自然と野外

での生活は、スカウト活動にとつて理想的な

枠組みとして考えられてきた。創始者は自然

を非常に重視した。事実、彼は「スカウティ
ング・フォア・ボーイズ」に √クノドクノ

~ノ

かな遷 ιて虔き市民をみ蕨乾必みたわのノヽ

シがグノクノという副題を付けており、ウン

ドクラフトのことを「動物と薙 戸ナろカ

影ソと定義した。 (引用 :6)

ベーデンーパウエルが自然を重視したことは

青少年の身体的発達のために野外における
生活がもたらす明らかな利点のせいだけで

はない。

ということで、知的な発達という観点からは、

自然が与えてくれるおびただしい数の挑戦

課題は青少年の創造的資質を刺激し、ほとん

as an integrated whole and not as a co‖ ection

of misce‖aneous and unrelated activities,The
basic  characteristics  of  this  prograrnrne

constitute the fourth element of the Scout
method.

The Scout programme must thus be
conceived in a progressive way in order to
sausfy the need for a oradual and harmonious

development of young people. One tool to
achieve this progression is the test and badge

system(or prOgressive scheme,advancement
plan,etc.).

To achieve Кs otteCtiVes,a programme must
aiso be stimulating in order to appeal to
those to whom itis addressed.in this respect,

the  programme  should  be  a  balanced
combination of varied activities which are
based on the interests of the participanh.
This, when obseⅣed in the design of a
progranlme,is one ofthe best guarantees for

lts success.

in  the  balanced  combination  of  varied
activities,games,usefui ski‖ s and seⅣ ices
to the community are three maiOr areas
which shouid be taken into account by those
designing  a  prograrnrne  A  harrnonious
combination of activities fa‖ ing within these

three areas constitutes the best way to ensure

that the programrne reaches its educational
ObieCt抒es.

Since the inception of Scouting, nature and
iife in the outdoors have been considered as

the ideal framework for Scout activities. The

Founder attached a very great importance to

nature  indeed, he subtitled WScouting for
Boys'', 切 ′,a′,Jboo々 For ,psrryc節。′, テ仰 gooJ
cilize′ ,s′,′ioと約rovg力 vooJcra打

″
and he defined

woodcran as being the =knowreJge or a′ ,テ′ηars
aηJ parvre上 (6)

The importance attached by Baden― Powe‖ to
nature was not onty due to the obvious
benefits of life in the outdoors for the physical

development of young people.

Thus,from the point of view of intellectual
deveiopment, the numerous cha‖ enges that
nature  presents  stimulate  the  creative
capacities of young people and enable them

13-



どの都市における整えられ過ぎた生活では

決して与えられることのない要素の組み合

わせを基に彼 らが解決に至れるようにして

くれる。

さらに、社会的な発展の観点からは、危険と

や りがいのある課題を共に分かち合 うこと

や極めて重要なニーズに対する満足感のた

めにみんなで奮闘することは、集団のメンバ

ーたちの間に強力な結びつきを生み出すの

である。これは、青少年に社会における人生

の意味と重要性を十分に理解できるように

するものである。

最後に、自然は青少年の精神的な発達の中で

基本的な役割を果たしている。創始者自身の

言葉の中に
~無
神論者は,,.スだ女つて書力ゝれ

た本″再ら字がね′ゴならなレヽ宗教イま本物 でだ

ノズクヽと主張ナろ。ι″うι、変ら解勃旋勁姥

本以外 が誘みと膨 弦 ノズレニ../第琥 々だノ

つ分 形 壁 ιて庫然とレヽ夕庫大か本を訪み

まラ与えてぐ力た。そιξ 無神論者たら康

影 修 ″.こ真実 でなレヽ 6"賜 ろと燐 朝
ノズレつ であろ。事実孝ま彼 らの厚旬 稼 修 ろ.…

カ メアと戸の一形式 とιξ あるレヽ′鎌 数の倉

わクとιて序然研究をだ案ナるのでノどオかで、

とみろ瘍今だ宗教 をるたらナ/つの子デズカとι
て淳然を理解 ナろごとを薦めるのでとみあっノ

(引用 :7)と ある。

したがつて、ベーデン…パウエルにとつては
ノ鶏 かこと肛・・″であ壕16鵜 かご
とば、ク妙膨 ぐの先生たら″虫 この rナノズ

わら、序黙研究)簡単で確力ヽか夢會手段を々
笏ιて、∂っとナろことのな′ヽ元気レⅢ夕 わ

の少窄たろを女ク高尚かことを考えるまう

だナあたわの勤 の一歩とιて蟄多を訂妙

返みことを〃 ιつ″ノ女ラと奮闘 ιてレヽあご

とである。ノ (引用 :8)

ということで、可能ならいつでもスカウト活

動は自然と接する野外の環境で行 うべきで

ある。それは調和と統一のとれた青少年の発

達をもたらすことのできる理想的な環境を

提供してくれるからである。

to reach solutions based on combinations of

elements which the over― organized life in most

cities would never have provided.

Furtherrnore, frorn the point of view of social

development, the comrnon sharing of risks
and cha‖ enges and the co‖ ective struggle for

the satisfaction of vitai needs, creates a
powerfullink bemeen members of the group.

it enables them to understand fu‖ y the
meaning and impoltance oflife in sociev

Fina‖y,nature plays a fundamentat role in the

spiritual development of young peoplei in the
Founders own wOrds″石be ar拘oたとs.… 阿ariη ra加
どヵar a re″gjon ttat ttasと o be rear′ ,ど Frolη books

vyr′

“

el,つy′ηe′,ca′?′,oと be a rrve。′,e,β vど と′,ey

Jo′,イ seelη どo see rttar bes,Jes prr′ ,どoJ booた s...

CoJ ttas grye′ ,とrs as o′,e sreρ とヵe grear β。。た

oFハrat,re rO reaけ aηJとんoy can,oど say t′,ar

t力ere tt ι′′,ど「と′と力的ere― 肋o Facts sranJ beFore

rr,erη ...′ Jo noと syggesrハ,aどvre srvJy as a
For阿 o「 wors力ゎ or as a Sybstilyど o For rerigわ ,,

b,ど r aJyocare r力 e tr′,Jersra′,Jing o「 Natyre as

a srep, 胸 ceだatt cases, とowarJs ga′ iηttg
rerigゎnt(7)

Consequently,to Baden‐ Powe‖ , Iithe vyor,Je■ ..

oF a〃  vyor,Jers ,s 角ovr sotte reacヵ ers ttaye
pegrecreJ的ね 住e.naど Vre sと伊Jy,easy anJ
と′′,Faiting mea′ ,s oF eJvca訂 oη  al,J 力ave
stryggreJど。Fttρose Bわlicar ttstrycrion asと拘e
打κ)r  step  どovvarJs  gerring  a  resと ,ess,

Fι′′r―spi面絶J b9/roど力加k oFttlσ力。「 と力胸
gs.〈8)

VVhenever possible,therefore,Scout activities

should take place in an outdoor setting, in

contact vvith nature,since it provides the ideal

environment in which a harmonious and
integrated development of the young person
can take place.
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1.憲 章 偉oo8年7月 第38回世界スカウト会議にて下線部を加筆。修正)

前文

1907年にロバート・ベーデンーパウエルによっ

て創始されたスカウト運動を採用し、実践して

きた各国連盟の正式の代表たちは、1922年 7

月にフランスのパリに集まり、世界中のスカウ

ト運動のために国際スカウト会議と共に執行

委員会と事務局を設置した。

現行のこの憲章は、世界的な協力、友情の精

神のもとに、スカウト運動の世界機構の運営
の基準となるものである。

第 1章
スカウ ト運動

第 1条
定義
1.スカウト運動は、創設者によって考案され
た目的、原理、方法、及び以下に述べる事項

に従っく 性別、出生、人種、信条の区別な

く誰をも対象とした青少年のための自発的で

非政治的な教育的運動である。

目的
2.スカウト運動の目的は、青少年が個人とし
怠 責任ある市民としく 地域、国、国際社

会の一員として、自らの肉徐的、知的、情緒的、

社会的、精神的可能性を十分に達成できるよ

うに青少年の発達に貢献することである。

第 2条
原理

1.ス カウト運動は、以下の原理に基づいて
ヤヽる :

●神へのつとめ

信仰上の原則の堅持、それらを表明する宗教
への忠誠、およびそこから生じる義務の受け

入れ。
●他へのつとめ
―地域、回、国際間の平和と理解と協力の促

進と調和した自国に対する忠誠。
一人間であることの尊厳や自然界の完全性を

認め、感謝と敬意をもった社会発展への参画。

。自分へのつとめ
―自分自身の発達に対する責任

Ia CONSTITUTION
PREAMBLE
Accredited representatives of National Scout

Associations,which had adopted and practiced

the Scout Movementfounded by Robert Baden‐

PoweH in 1907, assembled in Paris, France,
in」 uly 1 922 and established the international

Scout Conference for the coordination of the

Scout Movement throughout the worid,together

wnh an Execuuve cOmmntee and a secretattat.

The present Constitution governs the operation

ofthe VVorid Organization ofthe Scout Movement

in a kindred spirit of worid cooperation and

friendship.

CHAPTERI
THE SCOUT MOVEMENT

ARTiCLE!
Definition
l.The Scout Movement is a voluntary non‐
political educational movement for young people

open to a‖ without distinction of gender,origin,

race or creed,in accordance with the purpose,

principles and method conceived by the Founder

and stated below.

Purpose
2.The purpose of the Scout Movementis to
contribute to the deveiopment of young people

in achieving their fu‖  physical, inte‖ ectual,

emotional, social and spiritual potentials as

individuals, as responsible citizens and as

members oftheiriocal,national and international

communnies.

ARTICLE II
Principies
l.The Scout Movementis based on the foliowing

principles:

● Duty tO God
Adherence to spiritual principles, Ioyalty to the

religion that expresses them and acceptance of

the duties resulting therefrom.

● Duty tO others
‐Loyalty to one's country in harmony with the

promotion of iocal, national and international

peace,understanding and cooperation.
‐Participation in the development of society

with recognition and respect for the dignity of

humanity and for the integrity of the natural

worid・

● Duty to seif
Responsibility forthe development of oneseif.

-16-



ちかいとおきての連守

2.ス カウト運動の全ての加盟員は、神への
つとめ、他へのつとめ、自分へのつとめの原

理を反映し、各国スカウト連盟の文化や文明

に適切な言語で表現され、世界機構によって

承認されたスカウトのちかいとおきてを連守す

ることが要求され、またそれによって導かれる。

スカウト運動の創始者によって当初考えられ

た、ちかいとおきては以下のものである。

スカウトのちかい

私は名誉にかけ怠 次のことイこ最善を尽くすこ

とをちかいます―

神と国王 (あるいは、神と私の国)に対する私
のつとめを果たすこと:

いつでも他の人々を助けること:

スカウトのおきてを守ること:

スカウトのおきて

1.スカウトの名誉は、信頼されることである。
2.スカウトは忠実である。
3.ス カウトのつとめは、他人の役に立ち、
他人を助けることである。

4.スカウトはすべての人々の友人であり、他
のすべてのスカウトと兄弟である。

5,スカウトは礼儀正しい。
6.スカウトは動物の友である。
7.ス カウトは、親や班長または隊長の命令
に黙って従う。

8.スカウトは、いかなる苦境にあっても微笑
み、日笛を吹く。

9.スカウト1よ倹約する。
10.ス カウトは、思考、言葉、行動において

健全である。

第 3条
方法
スカウト教育法は以下の項目を通じて行われる

段階的な自己教育システムである。
●ちかいとおきて
。行うことによって学ぶ

Adherence to a Pronlise and Law
2.A‖ members of the Scout Movement are
required to adhere to a Scout Pronlise and
Law refecting,in ianguage appropriate to the

cuiture and civilization of each NationaI Scout

Organization and approved by the Worid
Organization,the principles of Duty tO God,Duty

to others and Duty to self,and inspired by the

Promise and Law origina‖ y conceived by the

Founder of the Scout hllovement in the fo‖ owing

terms:

The Scout Promise

On my honouri promise thati will do my best―

To do my duty to God and the King(ortO God
and my Country),

To help other people at a‖ timesi

TO obey the Scout Law.

The Scout Law
l.A Scout's honouris to be trusted.

2.A Scoutis ioyal.

3.A Scout's duty is to be useful and to hetp

others.

4.A Scoutis a friend to a‖ and a brotherto every

other Scout.

5.A Scoutis courteous.

6.A Scoutis a fnend tO animals.

7.A Scout obeys orders of his parents, Patrol

Leader or Scoutmaster vvithout question.

8.A Scout smiles and whistles under a‖
difficuities.

9.A Scoutis thnfty.

10.A Scoutis ctean in thought,word and deed.

ARTICLE‖ :
Method
The Scout Method is a system of progressive

seif‐education through:

●A promise and law.

● Learning by doing.

世界スカウ ト記章 Worid Scout Emblem
3.The Worid Scout Emblem is a symbol of3. カウト記章はスカウト運動に帰属す

る象徴である。紫の
ユ
チ〒く、 いゆり、その周 belonging to the Scout Movement.It consists of

りに円を描き に びをもつ白いロープで a field of royal purple bearing the white fleur‐ de‐

構成され、スカウト運動のブランドアイデンテイ lys surrounded by a white rope in a circle and a

テイーの不可欠な要素である。
centrat reef knot atthe bottom and is an essetial

element of the brand identity of the Scout
Movement.
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。小集回の一員となる (例 :班 )。 これには、

成人の指導の下で、進歩的な発見や責任受容、

性格発達に向けた自己抑制訓練、能力取得、

自立、信頼性、協力と指導両方の許容力を伴

う。

。自然と触れ合える野外環境での、ゲーム、

実用的技能修得、地域社会奉仕などを含む、

参加者の関心に基づく様々な活動の進歩的か
つ刺激的なプログラム。

(注 :上記の訳文は既に邦訳されているものと

は、若千異なる表現を用いてある)

*文中の (51用 : )は 15ページの引用資料
を示すもので現

● Membership of sma‖ groups(fOr example

the patroり ,invOIving, under aduit guidance,
progressive discovery and acceptance of

responsib‖ ity and training towards seif‐
government directed towards the development of

character,and the acquisition of  competence,

seif― renance,dependability and capacities both

to cooperate and to lead.

● Progressive and stimulating programmes of

varied activities based on the interests of the

participants, inctuding games, usefui skilis,and

services to the communi!光 taking place largety

in an outdoor setting in contact v胡 th nature.
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